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社会が求めるもの、企業がもとめるもの、人がもとめるものが変化し続けている状況の中で、企業も私たちも変わら 

ざるを得ません。ＳＤＧｓという言葉もいつのまにか馴染んできました。ＳＤＧｓを巡る問題は年金資産の運用 

にも大きな影響を与えています。ＳＤＧｓについて投資家の観点から考えてみませんか？そして、企業の変容は 

私たちの仕事内容にも変容をもたらします。特に会計分野の仕事は大きく変容しています。今、求められて 

いる会計知識とスキルについても考えてみませんか？ 

日時：202１年 ６ 月 ９ 日（水）19：00～20：30 
オンライン（Zoom）にて開催 ＜参加費無料・事前申し込み制＞ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

米国市場をはじめとする株主重視のＲＯＥ（自己資本利益率）経営が主流であったが、最近はヨーロッパが源流

のEＳＧ投資や社会的責任投資（ＳＲＩ）を重要視する活動が巻き返しをしている。日本も外交的理由から、 

ＳＤＧｓへの取り組みを促進する方向へ舵を切っている。日本の機関投資家も投資先の選別にＳＤＧｓ対応が

事実上義務づけられてきており年金資産の運用にも大きな影響を与えているテーマである。 

◆オンライン（Zoom）にて開催◆ ※当日の参加用URLは後日ご連絡いたします。 

◆申し込み方法◆                               

お申込み方法については、以下のＵＲＬまたは右記 QR コードよりご確認ください。 

https://kwansei-ac.jp/news/detail/?nnum=10564  

◆お問い合わせ先◆ 

関西学院大学専門職大学院 経営戦略研究科  E-mail: iba@kwansei.ac.jp/TEL：0798-54-6572 

202１夏季アカウンティングセミナー 

「SDGsは投資家にとって都合の悪いことか？」 

 
 

 

講師 井上 浩一 関西学院大学専門職大学院経営戦略研究科 客員教授・公認会計士 

 

 

講師 天野 雄介 関西学院大学専門職大学院経営戦略研究科 准教授 税理士、公認内部監査人(CIA) 

「管理職のための実践スキル講座 

～求められる会計知識とスキルについて～」 

これまで以上に企業を取り巻く環境が激しく変化する中で、経営層と現場をつなぐ管理職層の役割はますます重要に

なってきています。そのような背景を踏まえ、管理職が最低限身につけておくべき知識やスキルについて実務的な話も交

えながら検討します。特に会計で求められる知識について、可能な限り具体例も示して検討します。 

https://kwansei-ac.jp/news/detail/?nnum=10564

